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平成 27年 10月 28日 

西  消  防  署 

 

【議事録】第２回 春日台地域おたすけガイド作成ワークショップの結果 

 

１ 日 時   平成 27年 10月 18日(日) ９：30～12：00     

２ 場 所   春日台小学校 ２階 図書室  

３ 参加者   春日台ふれ協・防コミ役員４名、自治会・管理組合他 1５名、民生委員２名、 

 保護司１名、小学校世話係 8名 

春日台小学校、西体育館、パーマリイ・イン西神春日台、春日台幼稚園、 

春日台児童館、西在宅福祉センター、新緑の家・・・9名 

西消防署 消防防災課 ４名                  計 ４３名 

４ 内 容 

（１） あいさつ 

第 1回目の振り返り                    

   

  (２) 地域おたすけガイド作成ワークショップ           

  ①ＤＩＧ（班分けは 1～３丁目、４～６丁目、７～９丁目） 

   【想定】 

    日時：平成２７年 10月 19日（月）１２：００頃    

天候：晴れ（気温２２度）夜はもっと冷える    

状態： 

   1 南海トラフ地震が発生。春日台でも震度６強の揺れ    

   2 自分は自宅にいるが、家族は外出中。    

   3 自分にケガはないが、家は半壊、家具類がぐちゃぐちゃ。    

   4 備蓄や非常持ち出し袋は用意していない。    

   5 電気、ガス、水道が停止。    

   6 電話も通じない。携帯電話も通話不可。メールは配信できる。    

   7 近所では、全壊や半壊状態の家もある。    

      

（１） ３０分後、避難しようと思います。     

  ①－１ どこへ避難しますか？（一時避難場所および避難所）    

   １～３丁目→春日台小学校、平野中学校 

     ４～６丁目→春日台小学校、西体育館、公園(ふれあい公園、春日南公園、山ノ谷公園) 

          ７～９丁目→春日台小学校、パーマリィ・イン、春日台公園 
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  ①－２ 何を持って行きますか？（3 日間生き延びるためには）  

      食料(おやつ、保存食含む)、水 

      寝袋、毛布、防寒着、着替え、オムツ、ティッシュ、簡易トイレ、アルミックシート 

      ビニール袋、タオル、ラジオ、懐中電灯、携帯電話、簡易コンロ  

      現金、カード 

      自転車 

      

  ②－１ ブロック本部設置場所    

１～３丁目→春日薬師公園(隣接の集会所も使用できるときは使用する。) 

            春日台小学校、平野中学校     

４～６丁目→福祉センター、小学校、体育館、ふれあい公園 

７～９丁目→平野中学校、春日台公園、福祉センター、パーマリィ・イン 

  

 ②−２ 一時避難所では何をしますか？ 

      ・近隣の安否確認情報 

・運営本部との連絡 

・簡単な救助活動、けがの手当て  

・被害状況の共有 

・避難誘導              など 

           

  ③ 避難所までの移動経路に危険な箇所は？    

１～３丁目→とくにない 

４～６丁目→ガソリンスタンド、春日プラザ近くの橋、消防署近くの道路(渋滞) 

７～９丁目→春日台公園周辺(がけ崩れ)、外周滝二前の西神１号線(横断歩道がない) 

   

④ 防コミ運営本部設置場所    

・春日台地域福祉センター・・・暫定 

・春日台小学校 

・平野中学校 

      

 

※ アンケート結果は別紙参照 

  

  


